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　「管粥」は、市の無形民俗文化財にも指定されており、毎年旧暦の小正月

（今年は２月８日（日）、９日（月））に生田集落で行われています。あらかじ

め刻み目を入れた竹管１２本と、１升３合の米を、手順に従って一緒に煮

立て、翌朝、その竹管を一本一本出刃包丁で割り、中に入った粥の量で今

年の農作物の豊凶を占う伝統行事です。

　今年の占い結果は、「麦、綿は不作。小豆、大豆、トマト、米は豊作。

全体を占う『大年』は平年並み」と出ました。桑
くわもと

本圭
けい じ

二生田自治公民館長は

「これで今年も安心して米を作ることができる。これからもこの行事を伝

承していきたい」と嬉しそうに語っておられました。

　この結果は、地元住民により、１時間程度で２６０枚の紙に書き写され、

その日の内に地域の各世帯に配られました。
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１
月
９
日（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
市

議
会
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
倉
吉
市

と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
間
で
、
倉
吉
駅
橋

上
化
工
事
の
委
託
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
自
由
通

路
建
設
、
駅
舎
改
築
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
東
側
噴
水
付
近
の
仮
設
工

事
か
ら
着
手
し
、
６
月
ご
ろ
か
ら
仮

駅
舎
の
建
設
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
22
年
１
月
ご
ろ
か

ら
自
由
通
路
・
駅
舎
・
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
の
西
側（
多
目
的
ホ
ー
ル
な

ど
）の
工
事
に
入
り
、
同
年
10
月
ご
ろ

の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
東

側
の
工
事
に
移
り
、
観
光
物
産
店
舗

や
、
観
光
案
内
、
市
窓
口
な
ど
は
平

成
23
年
１
月
か
ら
着
工
し
、
８
月
ご

ろ
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
伴
い
、
平
成
22
年
度
に

北
口
広
場
を
新
設
、
平
成
23
年
度
に

は
南
口
広
場
も
改
修
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
に
は
全
て
の
整
備

を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

▲

自
由
通
路
イ
メ
ー
ジ
図（
南
側
を
望
む
）

▲

自
由
通
路
イ
メ
ー
ジ
図（
南
側
か
ら
北
側
を
望
む
）

倉吉駅の橋上化工事
が始まります

※問合せ先：倉吉駅周辺整備事務所（あ２６―２８２３／い２６―２８３１）　
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▼倉吉駅橋上化工事の予定

　 20年度 21年度 22年度 23年度

仮設・仮駅舎

自由通路・駅舎

地域交流センター

北口駅前広場

南口駅前広場

●バリアフリー化されます
・ １階床は広場通路と同じ高さになり、段差
がなくなります

・ エレベーターを自由通路南口・北口および
各ホームに設置

・ 誘導経路には、各所に点字付き案内版を設置
・ 階段には2段手すり（点字案内付き）を設置
・ トイレは、男女別々と多機能トイレ（ベビー
シート、オストメイト対応などを設置）を整備

・ エスカレーターは、南口に上り下り用、北
口には上り用を設置

●観光案内・行政サービス機能を強化します
・ 観光案内を「ほっとプラザ」から移転し、中
部観光の発信拠点として強化

・ 市窓口機能（住民票などの行政サービス）の強化
・ 梨の花温泉郷の玄関口としてのイメージが向上

● 南北の自由な歩行者往来と北側からの直
接駅の利用ができるようになります

・ 北口には、広場（約３，０００㎡）を整備（駐車
場（一般用１６台、障がい者用 2台、タクシー
4台）、駐輪場（２１０台））

・ 駅より北側地域への通勤・通学者や、駅へ
の送迎車の北口利用による、駅南口から踏
切までの混雑（車、自転車、歩行者）の緩和

● 地域交流センターの設置により賑わいの
創出を図ります

・ 観光物産館を設置し、地元産品のアピール
・ 1 階に多目的ホールを整備し、交流活動を
推進

・ 2階に交流ホールを整備し、ゆっくりとした
待合を創出

・駅コンビニ、喫茶を 1階西側に設置
・ 駅北側の市有地に商業施設などを誘導

●そのほか

・バス降車位置を駅に近づけます

新しい駅の特徴

＜１階 平面図＞

＜２階 平面図＞

自由通路

駅舎ほか

凡　例

地域交流センター

▼倉吉駅完成予定平面図

▲南口エントランスイメージ図



2009.3（4）

「
定
住
自
立
圏
構
想
」の
背
景

　

わ
が
国
は
、
平
成
17
年
ま
で

の
30
年
間
で
、
総
人
口
が
１
，

５
８
２
万
人
増
加
し
ま
し
た
が
、

今
後
30
年
で
１
，
７
０
８
万
人
減

少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
三
大
都
市
圏
の

人
口
が
１
，
０
９
５
万
人
と
大
き

く
増
加
し
、
地
方
圏
も
４
８
７
万

人
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

後
は
三
大
都
市
圏
が
５
３
０
万
人

の
減
少
に
転
じ
、
地
方
圏
に
至
っ

て
は
、
１
，１
７
８
万
人
と
大
き
く

減
少
す
る
見
込
み
で
、
地
方
圏
の

将
来
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
が
国
は
、

①
少
子
化
・
高
齢
化
と
人
口
減
少

② 

地
方
圏
か
ら
東
京
圏
へ
の
人
口

流
出

③ 

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
求

め
る
動
き

④ 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
の
地
域

経
済
の
低
迷

⑤ 

市
町
村
合
併
の
進
展
と
地
方
分

権
の
流
れ

な
ど
の
現
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

▼ 

東
京
圏
へ
の
人
口
流
出
防
止
と

地
方
圏
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出

▼ 

分
権
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
社

会
空
間
の
形
成

▼ 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
多

様
な
選
択
肢
の
提
供

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三大都市圏：埼玉・千葉・東京・神奈川、岐阜・愛知・三重、
京都・大阪・兵庫・奈良の１１都府県

　

現
在
、
全
国
の
地
方
自
治
体
は
、
独
自
の
力
で
地
域
の
魅
力
や
生
活
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
、
限
界
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

「
定
住
自
立
圏
構
想
」は
、「
中
心
市
」と「
周
辺
市
町
村
」で
圏
域
を
構
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
、
連
携
し
て
役
割
分
担
す
る
こ
と
で
、

全
体
の
地
域
力
、
総
合
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
総
務
省
が
提
唱
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

倉
吉
市
で
は
、
こ
の
構
想
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
総
務
省
と
協
議
を
行
な
い
、
１
月
22
日(

木
）に
、
鳥
取
県
中
部
圏
域
で
あ
る
１

市
４
町
の「
中
心
市
」と
し
て
先
行
実
施
団
体
に
追
加
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

倉吉市は中部４町とともに

「定住自立圏」を目指します
～１月２２日に先行実施団体として追加決定～

「定住自立圏」を目指します
※問合せ先：総合政策室（あ２２―８１６１／い２２―８１４４）
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そ
こ
で
、
総
務
省
が
提
唱
す
る

の
が
、「
定
住
自
立
圏
構
想
」
な
の

で
す
。

鳥
取
県
中
部
圏
域
の「
定
住

自
立
圏
構
想
」

　

「
定
住
自
立
圏
構
想
」は
、
ま
ず
、

人
口
５
万
人
程
度
以
上
、
昼
夜
間

人
口
比
率
１
以
上
の
中
心
市
と
隣

接
す
る
市
町
村
が
、
協
定
を
結
び

ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
協
定
に
基
づ
き
、

相
互
に
連
携
し
て
役
割
分
担
を
行

う
こ
と
で
圏
域
全
体
の
暮
ら
し
を

支
え
、
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
圏
域
か
ら
の
人
口
流
出
、

都
市
部
か
ら
の
人
の
流
れ
の
創
出

を
図
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
多
様
な
選
択

肢
の
提
供
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

倉
吉
市
を「
中
心
市
」
と
し
た
、

鳥
取
県
中
部
圏
域
で
あ
る
１
市
４

町
は
、
１
月
22
日(

木
）
に
、
総
務

省
か
ら
先
行
実
施
団
体
に
追
加
決

定
さ
れ
た
の
を
受
け
、「『
定
住
自

立
圏
構
想
』
推
進
会
議
」
を
１
月
30

日（
金
）に
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
各
市
町
の
首
長
に

よ
り
、
圏
域
の
結
び
つ
き
、
連
携

を
強
化
し
て
こ
の
構
想
を
積
極
的

に
推
進
し
よ
う
と
い
う
意
思
決
定

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
観
光
、
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
施
策
で
、
各
市

町
の
役
割
分
担
を
図
り
、
連
携
し

て
取
り
組
め
る
も
の
を
検
討
し
、

今
ま
で
以
上
に
圏
域
の
結
束
強
化

を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
と
な
る
本
市
で
は
、
３

月
末
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す

意
思
表
示
と
し
て
、「
中
心
市
宣

言
」を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
中
に「
定
住

自
立
圏
」を
形
成
す
る
よ
う
、
協
定

の
締
結
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
協
定
に
基
づ
き
中
心

市
が
策
定
す
る「
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、
圏
域
の
将
来

像
や
具
体
的
取
り
組
み
を
ま
と
め

ま
す
。
こ
れ
は
、
民
間
の
代
表
や

地
域
の
関
係
者
か
ら
も
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
早
い
段
階
で
作

成
し
、
圏
域
内
で
相
互
に
連
携
し

た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

①人口：５万人程度以上
（少なくとも４万人超）

②昼夜間人口比率：１以上
（合併市の場合は、人口最大の旧
市の値が１以上も対象とする）

中心市

　中心市と近接し、経済、社会、文
化または、住民生活などにおいて密
接な関係を有する市町村
※通勤通学１０％圏などの要素も考慮して、
関係市町村において判断

周辺市町村

　中心市と連携する意思を有する
周辺市町村の意向を配慮しつつ、
地域全体のマネジメントなどにお
いて、中心的な役割を果たす意思
などを公表

①中心都市宣言①中心都市宣言

D 村

C町

B町

A市

人口定住のた

めに、必要な

生活機能を確

保するため、

役割分担し、

連携していく

ことを明示

②
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

②
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

定
住
自
立
圏
の
形
成

○中心市が策定

○定住自立圏の将来像や、協定
に基づき推進する具体的取組
を記載

③定住自立圏
　共生ビジョン
③定住自立圏
　共生ビジョン

定住自立圏同士の連携も期待

基本的な生活機能を有する都
市を中心市とする定住自立圏

高次都市機能を有する都市を
中心市とする定住自立圏

連携

▲第１回「定住自立圏構想」推進会議（１月３０日（金））


